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1．決算書印刷 CSV出力機能の追加

決算書印刷にCSV出力機能を追加いたしました。加工をする事で、e-Taxにおける財務諸表の提出や利用
中の税務申告ソフトへの取込等で活用いただけます。

内容

製造原価報告書

貸借対照表
損益計算書

販売費および一般管理費

株主資本等変動計算書

キャッシュフロー計算書

各種帳票別に出力されます
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2．MONEY AI-OCR 対応

MONEY (領収書・レシート読取)に、新しく AI-OCR を使った解析機能を搭載しました。
複数税率の読み取り、適格請求書（インボイス）発行事業者登録番号の読み取りを行い、
解析率も向上しています。

内容

■従来型のOCR

OCR連携画像登録、OCR明細データ取込

■新しい AI-OCR

AI-OCR 画像登録、AI-OCR データ取込

OCR連携マスタ登録、OCR明細変換マスタ登録、

OCR明細変換マスタ取込は、新しい AI-OCR でも

適用されます。
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2．MONEY AI-OCR 対応 ～ AI-OCR 画像登録

AI-OCR 画像登録画面
JPEGファイル、PNGファイル、PDFファイルのアップロード・解析が可能です
「F8 仕訳計上」ボタンより、未取込ファイルの仕訳登録を行います。

内容
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2．MONEY AI-OCR 対応 ～ AI-OCR データ取込

AI-OCR データ取込画面
未取込ファイルの仕訳登録を行います。
OCR明細変換マスタを利用した上で、取引日、取引先、適格請求書（インボイス）発行
事業者登録番号、金額等の解析結果が、あらかじめ仕訳内容に反映されます。

内容
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3．決算診断（一般・PDF） 新形式出力対応

業績予測等の新形式を出力できるよう機能追加いたしました。

内容

※新形式で出力にチェックを入れない場合は、従来の内容を出力することができます

新規（業績予測等）

統合

従来 新形式

他削除等変更あり

「新形式で出力」に
チェックあり
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4．経営分析標準値 中小企業基本実態調査データの追加

中小企業基本実態調査データを元にした標準値マスタを追加いたしました。

内容

適用開始年月日の切り替え

決算診断等で使用する際、当該会計期間の期末を参照して適用開始年月日が選択されます。

例）決算診断で会計期間「2022年10月～9月」業種「*01:全て（中小企業基本実態調査）」
を選択した場合、期末は2023年9月のため適用開始年月日は2021年1月以降の標準値が採用
されます。

*01～*12が今回追加された標準値マスタになります。
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5．インボイス対応仕入税区分のチェック ～ 年次繰越処理

年次繰越処理の際に、仕入税区分のチェックを行うかどうかを選択できるようになります。2023年10月
1日以降に作成された“仕入税区分を使用している仕訳“の取引先・補助科目・摘要テキストの登録番号の
有無と、伝票日付時点でのその有効性を確認します。不一致があった場合は、その伝票日付と伝票番号を
メッセージで通知して年次繰越処理を中止します。
年次繰越処理の際に仕入税区分のチェックを利用できるのは、会計マスタで「国税庁APIとの連携でイン
ボイス発行事業者から課税仕入の自動判別を行う」設定をしている場合になります。

内容

不一致とみなされるのは以下の場合

• 税区分が課税で、取引先・補助科目・摘要テキストに登録番号が設定されていないか、登録番号は設定されているが伝票日付時点で無効のとき

• 税区分が免税で、取引先・補助科目・摘要テキストに伝票日付時点で有効な登録番号が設定されているとき

• 免税の税区分で有効な登録番号は設定されていないが、2026年10月1日～2029年09年30日の伝票日付で免税の80%控除の税区分を使用しているとき

• 免税の税区分で有効な登録番号は設定されていないが、 2029年10月1日以降の伝票日付で免税の50%控除／80%控除の税区分を使用しているとき
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5．インボイス対応仕入税区分のチェック ～ 一次/二次ロック

一次ロック・二次ロックを登録する際に、仕入税区分のチェックを行うかどうかを選択できるようになり
ます。2023年10月31日以降の日付で一次ロックあるいは二次ロックを登録する際に、「仕入税区分の
チェックを行いますか？（インボイス対応）」と確認メッセージが表示され、「はい」を選択すると、
期首から設定日付までの期間の仕訳の税区分と登録番号の有効性のチェックを実行します。不整合が
あった場合は、その伝票番号と日付をメッセージで通知して登録を中止します。「いいえ」を選択した場
合はチェックをせずに登録されます。
一次ロック・二次ロックの際に仕入税区分のチェックを利用できるのは、会計マスタで「国税庁APIとの
連携でインボイス発行事業者から課税仕入の自動判別を行う」設定をしている場合になります。

内容

不一致とみなされる条件は、前述の年次繰越処

理での仕入税区分のチェックと同様になります。
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6．予算登録 「B/Sは表示しない」チェックボックスを追加

予算登録において「B/Sは表示しない」のチェックボックスを追加しました。
チェックを入れることで B/S科目は非表示となります。

内容

手順：予算登録で「B/Sは表示しない」にチェックを入れて、パターン、年度を必須で選び、
表示ボタンを押します。

※「B/Sは表示しない」のチェックボックスは
初期状態だとチェック無しの状態ですが、表示
ボタンを押すとチェックボックスの状態が保存
されます。

PL科目のみ表示されます。

※金額を表示するには予め登録しておく必要が
あります。

集計科目ツリー
もPL科目のみ表
示されます。
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7．（建設業）仕訳伝票入力、元帳系入力 工事マスタの絞込対応

建設業の仕訳伝票入力、元帳系入力で、工事マスタの絞込みに対応しました。

内容
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